



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名 称 巻｜段’弓を持つもの 制作年
吉備大臣入唐絵巻 唐の役人 １２世紀後半
（1170～80）
１２世紀後半
12世紀後半
１２世紀後半
(１７世紀の模本）
１１
２ 地獄草紙
①（益田家乙巻）
、（模本甲）
彦火々出見尊絵巻
沙
獄
の
昆
地
尊
門
の
従
天
鬼
者
５
１．３
３
４
4.5
北野天神縁起絵巻
①（承久本）（a）
（b）
畜生道の猟師
第一羅肺阿修羅と
帝釈天の軍の兵士
大政威徳天の春属
唐の役人
承久元(1219）８８
、(メトロポリタン本）
東征伝絵巻
玄英三蔵絵
（a）
（b）
（c）
（｡）
（e）
蒙古襲来絵詞
神於寺縁起絵巻
（a）
（b）
（c）
聖徳太子絵伝
①（上官寺本）
＠（堂本本）
地蔵菩薩霊験記絵
弘法大師行状絵詞
（１））
（c）
八ｌ隅縁起絵巻
神功皇后縁起絵巻
清水寺縁起絵巻
秦実寺縁起絵巻
13世紀後半
永仁６（1298）
３
２
２
４
５
６
異形の軍団の兵士
第一燦の衛士
硴伽河の海賊
戒日国の役人
〃
元軍の兵士
鎌倉時代末
７
２
２
。
４
２
６
２
２
４
７
８
鎌倉時代末
鎌倉時代末
７
８
勝権
現
神
現
宝
竜
宝
上
上
上
４
４
７
勝権
９
蝦夷（えぞ）
新羅軍の兵士
地獄の鬼
元亨３（1323）
元亨４（1324)頃
南北朝期
Ｆ
Ｄ
ｏ
］
、
。１０
１１
マーラ（魔障）
唐の役人
ﾈｌＩｌ 人
新羅軍の兵士
新羅軍の兵士
蝦夷（えぞ）
薬師如来を擁護す
る十二神将の巻属
元軍の兵士
菅原道真の従者
釈迦を襲う悪魔
14世紀後半６４
１
５
４
Ⅱ
３
２
３
４
康応元(1389）
永享４（1433）
永正14(1517）
享禄５（1532）
２
３
４
５
１
１
１
１
上
上
下 一〈
天文５（1536）
16世紀
16世紀
蓮聖人註画讃
谷寺縁起
迦堂縁起
３
４
４
６
７
８
１
１
１
日
長
釈
Ｆ
Ｄ
ｏ
】
Ｏ
』
Hosei University Repository
「蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
（註）
’ボストン美術館所蔵。制作時期については，小松茂美「｢吉１１１|i大臣入店絵巻』考証」（日本絵巻
大成３『吉術大臣入唐絵巻」所収）によった。
２，は東京国立博物館所蔵。ともに新修日本絵巻物全集７に収栽されている。制作時期について
は，秋山光和「地獄草紙・餓鬼草紙・病草紙の絵画」（同上書所収）によった。
３明通寺所蔵。１７世紀の模本ではあるが，原本を忠実に再現したものと考えられる（小松茂美：
「『彦火を出見尊絵巻」の制作と背景｣，日本絵巻大成22所収)。
４①は北野天満宮所蔵。＠はメトロポリヌン美術館所蔵。制作時期については，村瀬美恵子「メ
トロポリタン本天神縁起絵巻」（新修日本絵巻物全集別巻２所収）によった。
５唐招提寺所蔵。
６藤田美術館所蔵。制|′|量時ﾉﾘ]については，加盟宗「玄鍵三蔵絵綜説」（新修日本絵巻物全集15所
収）および中野玄三「｢玄英三蔵絵」概説」（続日本絵巻大成９所収）によった。
７宮内所所蔵。
８（a)はジ十クソン・ペーク夫妻コレクション。（b)はホノルル．アカデミー美術館所蔵。（c)はネル
ソン・ギャラリー＝アトキンス美術館所蔵。制作時期については，秋'11光和「『ﾈ,|,於寺縁起絵巻』
の復元と考察」（『在外日本の至宝２．絵巻物』所収）によった。
９（ｲ)は茨城県上官寺所蔵･同様の場面がh11iかれたものに，四天王寺所蔵本（６１|府のうち第２１幅。
元亭３年制作)，平泉寺所蔵本（掛幅）など，いくつか見られる（奈良国立博物館細「聖徳太子
絵伝』)。（ﾛ)は，堂本四郎氏所蔵（１０巻本)。
１０根津美術館所蔵。制作時期については，梅津次郎「地蔵菩薩絵巻解説」（新修日本絵巻物全集：
２９所収）によった。
'’東寺所蔵。制作時期については，真錨俊照'一弘法大師行状絵詞の絵画化」（続日本絵巻大成６
所収）によった。
１２シカゴ・アジア美術館所蔵。
１３替田八'幡宮所蔵。
１４束京国立博物館所蔵。
１５桑実寺所蔵。
１６本厩寺所蔵。
１７奈良，長谷寺所蔵。
１８清涼寺所蔵。
七
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
四
十
三
号
図４「地獄草紙」（益田家乙巻）第５段
図５同上（東博本模本甲）第３段
図６「彦火友出見尊絵巻」第４巻
一
八
Hosei University Repository
図７「北野天神縁起
絵巻」（承久本）
第８巻畜生道
「蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
図８同上第８巻修羅道
九
図９「東征伝絵巻｣第２巻第４段
Hosei University Repository
図１０「玄:柴三蔵絵」第
４巻第７段 法政
史
学
第
四
十
三
号
図１１「神於寺縁起絵
巻」上巻第４段
図１２１~地蔵菩薩霊験
記絵」第３段
日
○
Hosei University Repository
図１３「弘法大師行状
絵詞」第２巻第６
段
『蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
図14園「清水
寺縁鼠起
絵巻」上
巻第11段
一一一
図１５「日蓮
聖人註画
讃」第２８
「蒙古責
来」
Hosei University Repository
乗
・
小
乗
の
是
非
を
論
ず
ろ
場
面
。
⑥
第
八
巻
第
二
段
、
戒
日
壬
が
夜
中
に
玄
英
の
瀞
舎
を
訪
れ
る
場
面
。
両
場
面
で
戒
日
国
の
役
人
が
…
式
の
短
弓
を
持
つ
の
が
見
ら
れ
る
。
⑦
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
で
は
、
日
本
軍
と
戦
う
元
軍
を
描
い
た
場
面
が
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
多
く
見
ら
れ
る
。
元
軍
の
兵
士
が
…
式
の
短
弓
を
用
い
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
（
図
２）。⑧『
神
於
寺
縁
起
絵
巻
』
で
は
、
③
上
巻
第
四
段
（
絵
５
）
、
鬼
神
と
対
面
し
て
い
る
宝
勝
権
現
の
持
つ
弓
が
…
式
の
短
弓
で
あ
る
（
図
、）。同じく⑥上巻第四段（絵６）、宝勝権現と役行者との対
面
の
さ
い
、
庭
上
に
ひ
か
え
て
い
る
竜
神
の
持
つ
弓
が
…
式
の
短
弓
である。また、何上巻第七段（絵、）、神於寺の荒廃に怒る
宝
勝
権
現
を
描
い
た
場
面
で
は
、
宝
勝
権
現
の
持
つ
弓
が
…
式
の
短
弓である。
⑨
ｌ
①
『
聖
徳
大
子
絵
伝
』
（
上
官
寺
所
蔵
本
）
第
五
段
は
、
蝦
夷
た
ち
が
大
子
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
、
開
約
を
誓
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
の
蝦
夷
が
右
脇
に
…
式
の
短
弓
を
は
さゑ持っている。⑥（堂本氏所蔵本）第六巻第二段では、
浜
辺
で
矢
を
射
、
矛
を
ふ
る
っ
て
い
る
新
羅
軍
に
む
か
っ
て
進
む
日
本
軍
の
船
団
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
新
羅
軍
の
兵
（４）
士
た
ち
の
持
つ
弓
が
…
式
の
短
弓
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
四
十
三
号
⑪『地蔵菩薩霊験記絵」第三段。地獄の鬼が子供を矢で
射
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
鬼
の
持
っ
て
い
る
弓
が
…
式
の短弓である（図Ⅲ）。
⑪
の
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
で
は
、
③
第
二
巻
第
六
段
に
、
弓
と
宝
珠
棒
を
持
し
て
退
散
し
よ
う
と
す
る
二
人
の
マ
ー
ラ
（
魔
障
）
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
の
持
つ
弓
が
…
式
の
短
弓である（図旧）。⑥第三巻第四段、長安城を警固する役人
の
持
つ
弓
が
…
式
の
短
弓
で
あ
る
。
何
第
四
巻
第
一
段
。
珍
賀
の
夢
の中に二人の神人があらわれ、珍賀を責めたてているが、
（５）
右側の神人が脇にはさゑ持つ弓が…式の短弓である。
⑫
『
八
幡
縁
起
絵
巻
』
（
シ
カ
ゴ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
）
第
五
段
、
⑬
『
神
功
皇
后
縁
起
絵
巻
』
上
巻
第
四
段
で
は
、
神
功
皇
后
の
軍
と
戦
う
新
羅
軍
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
持
つ
弓
が
；
式
の
短
弓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
場
面
で
は
、
右
手
に
海
上
の
日
本
軍
、
左
手
に
陸
上
の
新
羅
軍
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
両
軍
の
兵
の
持
つ
弓
が
（６）
意
識
さ
れ
て
明
確
に
描
き
わ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
⑭『清水寺縁起絵巻』上巻第十一段（図Ⅲ）。坂上田村麻
呂
に
征
討
さ
れ
る
蝦
夷
た
ち
の
持
つ
弓
が
、
…
式
の
短
弓
で
あ
る
。
⑮
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
下
巻
第
三
段
。
薬
師
如
来
を
擁
護
す
る
十
二
神
将
の
春
属
た
ち
の
持
つ
武
器
の
な
か
に
、
…
式
の
短
弓
が
み
られる。
一
一
一
一
Hosei University Repository
⑯『日蓮聖人註画讃』第二十八「蒙古責来」（図旧）。元
軍
の
兵
士
た
ち
の
持
つ
弓
が
、
…
式
の
短
弓
で
あ
る
。
⑰
『
長
谷
寺
縁
起
絵
巻
』
第
二
巻
第
四
段
。
雲
上
の
菅
原
道
真
の
従
者
の
持
つ
弓
が
、
…
式
の
短
弓
で
あ
る
。
⑬
『
釈
迦
堂
縁
起
』
第
二
巻
第
四
段
。
釈
迦
を
襲
う
悪
魔
の
持
つ
弓
が
…式の短弓である。
（７）
以
上
、
絵
巻
の
な
か
で
…
式
の
短
弓
が
見
ら
れ
る
場
面
を
あ
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
…
式
の
短
弓
は
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
の
糸
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
場
面
を
く
わ
し
く
見
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
；
式
の
短
弓
の
見
ら
れ
る
場
面
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
持
つ
人
物
は
、
お
よ
そ
次
の
三
つ
に分類することができよう。
Ａ
異
国
・
異
国
人
①、⑤、⑥⑥～㈲、⑦、⑨ｌ①。、、⑪⑤、⑫、⑬、
⑭
、
⑯
Ｂ異界（地獄など）
②’＠、③、④ｌ①⑥。⑥、⑥③、⑩、⑪③、⑰、
⑬
Ｃ
仏
神②Ｉ①、④’＠、③③～ｐ、⑪⑥、⑮
右
の
三
つ
の
分
類
で
は
、
Ｂ
と
Ｃ
の
区
別
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
『蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
なく、Ｃに分類した毘沙門天や宝勝権現なども》異界に住
承、時に応じ人間の世界へやって来る、と考えられるわけ
で
あ
る
か
ら
、
Ｂ
と
Ｃ
を
同
じ
と
糸
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
うすれば、Ａは実際に存在する異国、Ｂ・Ｃは想像上の異
（８）
国Ⅱ異界、と考塵えられよう。
いずれにしても、すべて自分たちの住んでいるこの世、
こ
の
国
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
…
式
の
短
弓
は
、
異
国
・
異
界
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
あ
る、と一一一一口えよう。おそらく、中世の人女にとっては、自分
た
ち
が
今
生
活
し
て
い
る
世
界
の
外
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
、
中
国
や
朝
鮮
、
イ
ン
ド
な
ど
の
異
国
も
、
地
獄
や
龍
王
国
な
ど
の
異
界
も
、
同
一
の
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
（９）
か。そのように考鯵えれば、唐の役人の持つ弓と地獄の鬼の
持
つ
弓
が
同
じ
形
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
納
得
の
ゆ
く
こ
と
で
あ
る。したがって、『蒙古襲来絵詞』に見られる…式の短弓は、
蒙
古
軍
が
実
際
に
使
用
し
た
弓
を
絵
師
が
忠
実
に
写
し
と
っ
た
の
で
は
な
く
、
た
ん
に
異
国
人
の
表
現
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
のような意味でこの絵巻の承を他の絵巻と異なった特殊な
も
の
と
ふ
る
べ
き
で
は
な
く
、
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
以
下
の
絵
￣
＝
一
一
Hosei University Repository
前
節
で
は
、
中
世
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
…
式
の
短
弓
が
、
異
国
・
異
界
の
象
徴
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
が
、
本
節
で
は
、
は
じ
め
に
、
そ
の
系
譜
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
えたい。
十
二
世
紀
に
描
か
れ
た
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
以
来
、
中
世
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
「
異
国
人
」
の
持
つ
…
式
の
短
弓
に
は
、
何
か
「手本」となるものの存在が充分予想される。その「手本」
を
捜
す
さ
い
の
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、
前
節
の
②
ｌ
①
、
『
地
獄
草
紙
』
（
益
田
家
乙
巻
）
第
五
段
に
描
か
れ
た
毘
沙
門
天
（
図
４
）
と
、
③
③
『
神
於
寺
縁
起
絵
巻
』
上
巻
第
四
段
に
描
か
れ
た
宝
勝
権
現
（
図
Ⅱ
）
で
あ
る
。
毘
沙
門
天
な
ど
の
仏
神
は
、
絵
巻
以
外
の
絵
画
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仏
画
に
描
か
れ
て
い
る
弓
は
、
短
弓
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
長
弓
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
中
世
の
仏
画
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。
①降三世明王（岐阜、来振寺蔵、十一世紀末制作）（図砠）
②
金
剛
薬
叉
明
王
（
京
都
、
醍
醐
寺
蔵
、
十
三
世
紀
初
制
作
）
（図Ⅳ）
③火曜星（一ニーョーク公立図書館蔵、平安後期制作）
（、）
巻と同一線上におくべきであると考嵯える。
第
二
節
短
弓
の
系
譜
法
政
史
学
第
四
十
三
号
（図旧）
こ
れ
ら
、
明
壬
な
ど
の
持
つ
弓
は
；
式
の
短
弓
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
異
国
・
異
界
の
象
徴
で
あ
る
…
式
の
短
弓
が
、
仏
画
の
明
王
な
ど
が
持
つ
弓
か
ら
の
借
用
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
と
に
、
②
、
③
の
弓
の
上
部
先
端
の
部
分
、
末
詞
（
う
ら
は
ず
）
が
二つに割れているところなど、『蒙古襲来絵詞」に見られ
る
、
元
軍
の
兵
士
た
ち
の
持
つ
弓
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
絵
巻
と
仏
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
松
茂
美
氏
が
、
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
見
ら
れ
る
武
人
の
描
写
に
つ
い
て
、
次
のように述べている。
「
甲
冑
を
身
に
つ
け
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
、
天
部
の
仏
像
彫
刻
や
図
像
な
ど
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
、
毘
（、）
沙門天像などのそれを連想させるものがある。」
ま
た
、
梅
津
次
郎
氏
は
、
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
発
揮
さ
れ
た異国的趣味をとりあげて、そこに描かれた唐風俗の典拠
と
し
て
、
世
俗
的
題
材
の
唐
絵
の
ほ
か
、
平
安
時
代
の
寺
院
の
壁
に
画
か
れ
た
仏
教
説
話
画
に
も
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
（皿）
る。『士口備大臣入唐絵巻』については、小松氏および梅津氏
が
、
仏
画
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は、この絵巻に限らず、異国を描いたほとんどすべての絵
二
四
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『蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
図１６降三世明王（来振寺蔵）図１７金剛蔵又明王（醍醐寺蔵）
五
図１８火曜星（ニューヨーク公立図書館蔵）
Hosei University Repository
巻について一一一一口えることであろう。そして、弓の問題に限っ
て
い
え
ば
、
は
じ
め
は
仏
画
に
見
ら
れ
る
…
式
の
短
弓
が
、
異
国
・
異
界
表
現
の
た
め
の
右
効
な
手
段
と
し
て
絵
巻
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
、
次
第
に
同
定
化
さ
れ
、
や
が
て
異
国
・
異
界
の
象
徴
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
い
で
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
が
、
仏
画
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
ふ
よ
う
。
同
絵
巻
上
巻
第
七
段
（
図
２
）
は
、
日
本
史
の
教
科
書
な
ど
に
も
よ
く
載
せ
ら
れ
る
、
き
わ
め
て
有
名
な
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
三
人
の
人
物
は
、
見
る
者
に
あ
る
種
の
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
顔
貌
の
異
様
さ
と
、
弓
を
射
る
さ
い
の
体
を
ひ
ね
っ
た
前
か
が
永
の
姿
勢
で
あ
る
。
三
人
の
兵
士
が
、
蒙
古
人
で
あ
る
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
高
麗
人
で
あ
る
に
し
ろ
、
人
種
的
に
は
日
本
人
と
き
わ
め
て
近
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
忠
実
に
描
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
顔
貌
は
日
本
人によく似たものでなければならない。これを見ると、意
図
的
に
異
様
に
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
て
く
る
。
ま
た
、
弓
を
射
る
二
人
、
こ
と
に
下
方
に
い
る
、
今
ま
さ
に
弓
を射ようとする兵士（図四）のような、腰をまげた姿勢で
弓
を
射
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
く
よ
り
、
日
本
の
弓
道
で
は
、
ま
ず
上
体
を
ま
つ
す
ぐ
に
し
て
弓
を
構
え
る
の
が
基
本
と
（、）
さ
れ
る
。
洋
弓
で
も
同
様
で
、
弓
を
射
る
と
き
は
、
上
体
は
ま
つ
す
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『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
の
詞
害
の
な
か
で
、
蒙
古
軍
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
表
し
て
い
る
か
を
ゑ
て
ゆ
く
と
、
六
通
り
の
表
現
を
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
最
も
多
く
出
て
く
る
の
が
、
「
凶
徒
」
の
四
回
、
次
い
で
「
賊
徒
」
、
「
敵
」
の
各
二
回
。
そ
し
て、「異賊」、「蒙古」、「異敵」がそれぞれ一回ずつである。
「凶徒」、「賊徒」という表現よりわかるように、詞書は客
観的な表現から遠く、そこには強い感情の表われが感じら
ぐ
に
し
て
い
る
。
右
上
方
に
い
る
兵
士
（
図
別
）
の
右
手
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
か
に
も
力
強
そ
う
に
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
弓
を
射
る
と
き
の
そ
れ
で
は
な
い
。
二
王
像
の
な
か
に
は
、
こ
れ
に
似
た
顔
貌
を
持
ち
同
じ
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
醍
醐
寺
の
木
造
金
剛
力
士
立
像
・
畔
形
（
図
Ⅲ
）
や
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
妙
法
院
の
木
造
密
通
金
剛
立
像
（
図
皿
）
を
見
て
ふ
よ
う
。
身
体
全
体
の
形
、
こ
と
に
右
手
の
形
は
、
こ
の
兵
士
の
姿
と
よく似ている。
お
そ
ら
く
は
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
描
い
た
絵
師
は
、
仏
画
や
仏
像
に
関
す
る
充
分
な
知
識
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
、
蒙
古
軍
の
兵
士
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
す
び
一一一へ
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霧議蕊蕊議『蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
図２０「蒙古襲来絵詞」 図１９「蒙古襲来絵詞」
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（醍醐寺蔵）
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れろ。このような性格は詞書だけでなく、絵の部分につい
て
も
言
え
る
の
で
あ
り
、
こ
の
絵
巻
自
体
が
客
観
的
な
事
実
の
描
写
を
行
お
う
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
ある。この絵巻が、文永・弘安の役の全貌を表したものではな
く
、
竹
崎
季
長
と
い
う
個
人
の
合
戦
で
の
活
躍
を
絵
巻
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
（Ⅸ）
こ
の
絵
巻
は
「
竹
崎
季
長
絵
詞
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
絵
巻
作
成
の
目
的
か
ら
糸
て
、
合
戦
の
状
況
を
必
ず
し
も
忠
実
に
写
し
出
す
こ
と
は
必
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
蒙
古
軍
を
現
実
か
ら
か
け
離
れ
た
強
敵
と
し
て
、
恐
ろ
し
げ
に
描
い
た
方
が
、
季
長
の
活
躍
は
い
っ
そ
う
き
わ
だ
つ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
と
姿
形
が
ご
く
近
い
敵
と
戦
っ
た
の
で
は
な
く
、
〃
異
界
〃
の
人
間
、
凶
徒
と
戦
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
敵
は
日
常
と
か
け
離
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
ほ
う
が
、
こ
の
絵
巻
と
し
て
の
効
果
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蒙
古
軍
の
使
用
し
た
武
器
や
武
具
に
つ
い
て
も
、
現
実
の
蒙
古
軍
の
も
の
を
忠
実
に
再
現
し
た
の
で
は
な
く
、
絵
巻
と
し
て
の
効
果
を
生
む
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
信
愚
性
の
高
い
歴
史
資
料
と
し
て
用
い
て
、
当
時
の
蒙
古
軍
と
の
合
戦
の
様
子
を
語
法政史学第四十三号
ることは問題が多く、その前に充分な史料批判が行われな
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
註（１）黒田俊雄『蒙古襲来』ｓ日本の歴史」第８巻、一九六五
年）、秋山光和編『絵巻物』ｓ原色日本の美術』第８巻、
一九六八年）、村田正志『蒙古襲来絵詞』の再検討」、鈴木
敬三「「蒙古襲来絵詞』覚書」（ともに『日本史籍論集」下
巻八一九六九年Ｖ所収）、石井進「竹崎季長絵詞解題」（日
本思想大系Ⅲ『中世政治社会思想』上巻八一九七一一年Ｖ所
収）、網野善彦『蒙古襲来』ｓ日本の歴史』第、巻、一九
七四年）、中村渓男「蒙古襲来絵詞」ｓ古画名作裏話」八一
九八六年Ｖ所収）、村井章介編『蒙古襲来』（週刊朝日百科
日本の歴史第９巻、一九八六年）、石井進「蒙古襲来絵詞」
と竹崎季長」ｓ鎌倉武士の実像』八一九八七年Ｖ所収）ほ
か。
（２）吉田光邦氏は、「蒙古襲来絵詞に於ける武器について」
（『新修日本絵巻物全集』第、巻八一九七五年Ｖ所収）で、
｜‐中央に握りがあり…式の形をしているのは宋式の弓であ
る。黄樺弓、白樺弓などといわれた。一般に短弓である。」
（八九頁）と述べている。
桜井清香氏は、『元冠と香長絵詞』（一九五七年）で、絵
詞に表れた元軍の武装について記したたかで、「我が軍の
一
一
八
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弓は古来より長弓であるが、敵軍は短弓である。従って矢
も
短
く
矢
筒
に
入
れ
て
い
る
。
『
八
幡
愚
童
記
』
に
拠
れ
ば
、
矢
の
根
に
毒
が
塗
っ
て
あ
る
と
の
こ
と
。
」
（
一
○
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る。ま
た
、
弓
は
原
始
社
会
の
段
階
か
ら
世
界
各
地
で
ふ
ら
れ
、
各
地
域
で
発
達
を
と
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
態
を
持
つ
が
、
そ
れ
ら
は
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
短
弓
と
長
弓
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ジ
ア
遊
牧
民
な
ど
は
短
弓
を
使
用
す
る
の
に
対
し、日本では一般に長弓が用いられていた（『世界大百科事
典」八一九八一年Ｖ「弓」および「弓矢」の項八鈴木敬三
執筆Ｖ）。今日、国内にのこされている遺品を見ると、正
倉
院
宝
物
の
奈
良
時
代
の
梓
弓
は
長
さ
一
六
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
槻弓は二一六センチメートル、若宮御料古神宝類の平安時
代の蒔絵弓は長さ一八七センチメートル、三島明神奉納武
器類の鎌倉時代の塗籠所を糸巻弓は長さ二二六・五センチ
メートルで、いずれも長弓である（東京国立博物館編『日
本の武器武具』、一九七六年）。
（３）鈴木敬三氏は、「初期絵巻物の風俗史的研究』（一九六○
年）のなかで、『吉備大臣入唐絵巻』について、「唐朝使臣
の太刀や護衛兵の半弓に於いて、半弓はすべて握りの位置
ゆ
ん
だ
け
を弓長の中央とせずに、中央より本弧近くして、支那式の
半
弓
に
特
殊
の
日
本
様
式
を
混
入
さ
せ
て
居
」
る
、
と
述
べ
て
い
る
（五三○頁）。
（
４
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
二
九
六
九
年
）
所
収
「蒙古襲来絵詞』の歴史資料としての価値（清水）
の上田英次氏・菊竹淳一氏による「事蹟解説」のなかで
は、「新羅軍の弓は、中央に握りのある…型のもので、槍
は長槍である。」と述べられている。
（５）白鶴美術館所蔵『弘法大師伝絵巻』第三巻第三段では、
珍
賀
が
夢
の
中
で
四
天
王
に
責
め
ら
れ
る
場
面
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
…
式
の
短
弓
を
手
に
し
て
い
る
。
（６）『八幡縁起絵巻』は、今日数多くのこされているが、東大
寺所蔵の「八幡縁起絵巻』（宋軒筆、天文八年）、柞原八幡
宮所蔵の『由原八幡縁起絵巻』（土佐光茂筆、十六世紀）
な
ど
に
も
、
同
様
の
場
面
が
見
ら
れ
る
。
（７）…式の短弓といっても、それぞれをよく見ると、形状は
少しずつ異なっている。しかし、日本の弓が、いずれもま
つ
す
ぐ
に
、
身
長
よ
り
も
長
く
描
か
れ
て
い
る
の
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
弓
を
…
式
の
短
弓
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
が
可
能であろう。
（８）中世においては、蝦夷の住む北海道は、国家領域の外の
地、つまり〃異域川と位置づけられていた（榎本進ヨ蝦夷
地』の歴史と日本社会Ｒ網野善彦他編『日本の社会史」第
一巻八一九八七年Ｖ所収、および伊藤喜良「中世日本の国
家領域と異類異形」、『歴史学研究』五七三号八一九八七
年Ｖ所収）。
また、佐々木利和氏は中世の絵巻に描かれた蝦夷につい
て、注目すべき見解を発表している。小稿と関連する部分
に限っていえば、『清水寺縁起」に見られる蝦夷の執る武
一
一
九
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器武具などは、『蒙古襲来絵詞』のそれとよく似ている。
それは、絵師が蝦夷のイメージを具体化するにあたって、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
を
範
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
述
ぺ
て
い
る
（「異族の虚像Ｉ『清水寺縁起』の蝦夷」、『月刊百科』三
二六号八一九八九年Ｖ所収）。
（９）黒田日出男氏は、「地獄の風景」（『姿としぐさの中世史』
八一九八六年Ｖ所収）のなかで、次のように述べている。
「
中
世
絵
画
史
料
に
登
場
す
る
他
界
の
風
景
の
一
つ
に
は
異
国
の
風
景
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
「
唐
」
の
世
界
に
つ
い
て
の
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
現
実
を
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
把
握
し
て
い
た
か
は
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
に
お
け
る
唐
人
達
の
姿
、
絵
画
に
よ
る
情
報
、
実
際
に
行
っ
た
人
の
話
や
そ
れ
を
聞
い
た
人
々
の
尾
ひ
れ
、
そ
し
て
画
家
や
人
々
の
想
像
力
が
織
り
な
す
重
層
化したイメージとして他界としての異国は存在した。」（一
六九頁）。
（、）；式の短弓が異国のひとつの象徴である、という点につ
い
て
は
、
絵
巻
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
屏
風
絵
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
時
代
は
や
や
下
る
が
、
桃
山
時
代
の
狩
野
宗
秀
筆
と
伝
え
ら
れ
る
「
縫
鞄
人
狩
猟
・
打
毬
図
」
（
サ
ンフランシスコ、アジア美術館所蔵、六曲一双）の左隻第
二
・
三
扇
に
描
か
れ
て
い
る
馬
上
の
人
物
が
持
つ
弓
は
…
式
の
短
弓
法政史学第四十三号
ま
た
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
の
中
に
も
、
異
国
の
象
徴
としての弓が見られる。その一例として、十八世紀、狩野
である。
また、
山雪筆と伝えられる『長恨歌画巻』（アイルランド、チェ
スター・ピーティー・ライブラリー所蔵、「日本の物語絵」
展カタログハサントリー美術館、一九八八年Ｖ収載）をあ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
一
、
安
禄
山
の
反
乱
軍
の
た
め
に
、
長
安
が
炎
上
し
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
長
安
の
都
を
脱
出
す
る
場
面
で
あ
る
。
反
乱
軍
の
な
か
に
あ
る
、
馬
上
の
一
兵
士
が
左
手
に
持
つ
弓
が
…式の短弓である。
（、）小松茂美弓吉備大臣入唐絵巻』考証」（日本絵巻大成３
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
所
収
）
第
五
章
、
一
四
六
頁
。
（
⑫
）
梅
津
次
郎
「
粉
河
寺
縁
起
絵
と
吉
備
大
臣
入
唐
絵
」
（
新
修
ｎ
本
絵巻物全集６『粉河寺縁起絵・吉備大厄入唐絵』八一九七
七年Ｖ所収）一五頁。
（
Ⅲ
）
武
士
生
活
研
究
会
編
『
絵
図
で
さ
ぐ
る
武
士
の
生
活
』
Ⅲ
二
九
八二年）。
（
ｕ
）
荻
野
三
七
彦
「
『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
の
研
究
史
」
（
日
本
絵
巻
大
成
ｕ八一九七八年Ｖ所収）、石井進「竹崎季長絵詞解題」（日
本
思
想
大
系
幻
『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
巻
八
一
九
七
二
年
Ｖ
所
収）、ほか。
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